
 

                

平成３０年１０月１２日 

                             

 

 

北海道横断自動車道根室線（尾幌～糸魚沢間）の計画について

地域の意見聴取（第２回）を実施します 

～皆さまの御意見をお聞かせください～ 

 

 

 

 

＜地域の意見聴取概要＞ 

 尾幌～糸魚沢間のルート検討に当たり、重視すべき点や配慮すべき点について御意見をお伺いしま

す。 

 

（１）アンケート調査 

 調 査 票 厚岸町、浜中町、根室市の各自治体にお住まいの各世帯に調査票を配布いたします。ま

た、３自治体の役所・役場及び道の駅（厚岸グルメパーク、スワン４４ねむろ）に調査

票を備え付けます。 

 

回答方法 ①返信用はがきによる回答 

・最寄りの郵便ポストへ 

・厚岸町役場・浜中町役場・根室市役所及び 

道の駅（厚岸グルメパーク、スワン４４ねむろ）の回収ボックスへ 

          ②インターネットによる回答（釧路開発建設部ＨＰからアクセスできます） 

        ・ＵＲＬ http://www.hkd.mlit.go.jp/ks/douro_keikaku/b0sadt0000007w9l.html 

       

実施期間 平成３０年１０月２６日（金）から１１月１５日（木）まで 

 

（２）ヒアリング調査 

  関係自治体や関係団体、事業者の皆さまにインタビュー形式のヒアリングを実施します。 

 

釧路開発建設部では北海道横断自動車道根室線（尾幌～糸魚沢間）の計画について、地域の皆

さまや道路を利用される方からの御意見を道路計画に反映するため、アンケート及びヒアリング

調査を行いますので、御協力をお願いします。 

 

 

【問合せ先】 国土交通省 北海道開発局 釧路開発建設部 道路計画課 電話 0154-24-7268 

         道路計画課 道路計画課長  小林 孝士  （内線 3351） 

道路計画課 道路調査官  鎌田 将慶  （内線 3402） 

釧路開発建設部ＨＰ http://www.hkd.mlit.go.jp/ks/ 

http://www.hkd.mlit.go.jp/ks/douro_keikaku/b0sadt0000007w9l.html
http://www.hkd.mlit.go.jp/ks/


アンケート配布地域及び回収ボックス設置箇所

設置場所

市役所・役場 厚岸町役場、浜中町役場、根室市役所

道の駅 厚岸グルメパーク、スワン４４ねむろ

凡 例

開通 区間

事業中区間

調査中区間

凡例

アンケート 配布地域

回収ボックス 設置箇所

根室道路別保～温根沼釧路外環状道路本別～釧路

根室道路
H31年度開通予定
延長7.1km

釧路東IC～
釧路別保IC
H30年度
開通予定
延長6.9km

Ｈ28年３月
開通

延長9.9km

Ｈ28年３月
開通

延長14.0km

アンケート
対象区間

尾幌～糸魚沢
約２８km

浜中町役場

厚岸町役場

根室市役所

道の駅「スワン４４ねむろ」

道の駅「厚岸グルメパーク」



北海道横断自動車道（根室線）
約538㎞

北海道横断
自動車道（根室線）

北海道横断
自動車道

函館・江差
自動車道

オホーツク海

日本海

太平洋

北海道横断自動車道根室線（別保～温根沼）北海道横断自動車道根室線（本別～釧路） 釧路外環状道路 根室道路

計画段階評価対象区間
（尾幌～糸魚沢）H27年3月

開通
延長26.0km

H21年11月
開通

延長8.0km

H28年3月
開通

延長14.0km

H28年3月
開通

延長9.9km

釧路東IC～
釧路別保IC
H30年度
開通予定
延長6.9km

根室道路
H31年度開通予定

延長7.1km

約２８ｋｍ

■このアンケートでは、尾幌～糸魚沢間のことについてお伺いします。

根室市

浜中町

厚岸町

釧路町

釧路市
白糠町

鶴居村

標茶町

別海町

北海道横断自動車道根室線は、黒松内町を起点として札幌市、帯広市等を経由し、
本別ジャンクションから分岐し、釧路市、釧路空港、釧路港を経由して、根室市、
根室港に至る延長約５３８ｋｍの高規格幹線道路です。

現在、小樽IC～阿寒IC間までが開通しており、阿寒IC～釧路西IC間、釧路東IC～
釧路別保IC間は国土交通省北海道開発局が整備を進めています。

本アンケートは、このうちの厚岸町尾幌～厚岸町糸魚沢間の道路計画に当たり、
地域の皆様の生活に役立つ道路とするため、ご意見を伺う調査です。

昨年の12月に実施しました第１回意見聴取では、地域の皆様が日頃感じられてい
る地域の課題や、必要な道路機能等についてご意見をいただきました。ご協力あり
がとうございました。

今回の第２回意見聴取では、ルート検討にあたり、重視すべき点や配慮すべき点
についてお聞きします。アンケートにご協力いただきますよう、よろしくお願いい
たします。

北海道横断自動車道 根室線（尾幌～糸魚沢間）における

道路計画に関する第２回アンケート調査
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２

釧路・根室地方が目指す姿と概況

地域・道路の状況から導かれる地域の課題（案）

農業・水産業支援（物流） 暮らし（医療） 災害（防災）

○釧路根室地域は、日本でもトップクラスの
食糧供給基地であるが、物流拠点間の距離
が長く長距離輸送が必要

○貨物自動車が減少傾向にあるなか、地域を
支える農水産業の輸送効率化が課題

○釧路根室地域は、高次医療や分娩を釧路市
に依存するが、カバー面積が全国１位

○釧路市を中心とした医療圏域を形成するに
は釧路市への速達性が課題

○安心して暮らせる地域を形成するには釧路
市への速達性が課題

○釧路根室地域は大規模な地震の発生確率が
北海道で最も高い

○厚岸町市街を中心に津波浸水予測範囲が広
がり、救援物資の輸送や災害復旧に大きく
影響

・津波浸水域による交通寸断

かき

さんま

かに

乳製品

乳製品

乳製品

乳製品

輸送の効率化が課題

・貨物車による重大事故
・速度低下が大きい市街地
・地吹雪による視程障害や路面凍結
・第３次救急医療機関への速達性

飼料

生乳

さんま

さけ・ます

釧路根室地域における国道４４号は、空港・港湾をはじめ物流拠点や高次医療施設が集積する釧路市と、重要港湾を有し、根室地域の中
心都市である根室市を結ぶ基幹ルートです。
また、沿線には漁業・酪農業の盛んな厚岸町、浜中町があり、農水産物流や暮らし、救急搬送など様々な交通が利用するなど、釧路根室

地域内の重要路線となっています。
このような中、現在の地域や道路の状況から、地域の将来を見据えた改善すべき課題（道路に関して）は、以下のように考えられます。



尾幌～糸魚沢間においては、特に医療拠点への速達性や安全・安心
な道路が必要であるとの回答をいただきました。

2,324

1,986

1,623

1,126

305

469

138

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

家事・買物

通院

観光・レジャー

仕事(営業・運送等）

通勤・通学

その他

無回答

毎日

70%

週数回
17%

月数回

5%

ほとんど

運転しない
2%

運転

しない

5%

無回答

1%

総回答者数 N=4,162

20代以下

3%

30～40代
23%

50～60代

42%

70代以上
21%

無回答

11%

総回答者数 N=4,162

３

第１回アンケート調査の結果

将来を見据えた地域の課題

将来を見据えた地域の課題は、特に釧路市への速達性や物流の輸送
効率化が課題であるとの回答をいただきました。

尾幌～糸魚沢間に必要な道路機能

アンケートには、地域の住民や道路を利用される方などから、4,162件の回答をいただきました。

回答者の居住地、年齢、運転頻度、尾幌～糸魚沢間の利用頻度、利用目的

▼居住地 ▼年齢構成 ▼自動車の運転頻度 ▼尾幌～糸魚沢間の利用頻度 ▼尾幌～糸魚沢間の利用目的

根室市

57%
厚岸町

25%

浜中町
13%

その他
5%

総回答者数 N=4,162N＝4,162 N＝4,162 N＝4,162 N＝4,162

毎日

5%

週数回
17%

月数回

53%

あまり

利用しない
22%

利用した

ことがない
2%

無回答

1%

総回答者数 N=4,162 N＝4,162

N＝4,162N＝4,162

79%

74%

72%

52%

50%

15%

16%

16%

26%

21%

3%

5%

7%

13%

16%

1%

2%

2%

5%

7%

1%

1%

1%

2%

4%

1%

2%

2%

2%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

B 釧路市への速達性

A 物流の輸送効率化

C 災害時の通行止め

D 周辺市町村との連絡性

E 移動時間が観光を阻害

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない 無回答

78%

79%

73%

67%

63%

13%

11%

14%

20%

21%

3%

5%

6%

6%

9%

2%

2%

3%

3%

3%

2%

2%

2%

2%

2%

2%

1%

2%

2%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

D 医療拠点への速達性

A 安全・安心な道路

E 災害時に利用できる道路

B 輸送効率が高い道路

C 定時性が確保される道路

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない 無回答



４

ヒアリング調査では、沿線自治体や各団体から34件の回答をいただきました。

テーマ 主な意見

安全・安心な
道路

・カーブと勾配の変化が多く、市街地では交通量が増える、
大きな交差点もある。この区間を別線にて迂回できれば、
事故防止となると思う。【商工会議所】

輸送効率が高
い道路

・カーブが少なく、信号のない、見通しの良い道路であれば
時間短縮となり負担軽減になると思う。
【農水産加工会社】

定時性が確保
される道路

・冬は時間がかかるので早めに品物を出さなければならない。
少しでも夏と同じ時間に近づけられれば、品物を準備する
のに助かる。【農水産加工会社】

医療拠点への
速達性

・救急車の台数が限られており、釧路市への搬送がある場合
には拘束時間が長くなり、救急件数が多い場合には、救急
車が足りなくなる可能性がある。【消防】

災害時に利用
できる道路

・平成6年10月に発生した北海道東方沖地震の時は、大きく
迂回する必要があり、輸送に大きな影響が出たため、冠水や
地震の影響を考えると、安全・安心な「尾幌～糸魚沢」の整
備は必要と思う。【運送会社】

ヒアリング調査

第１回アンケート調査の結果

尾幌～糸魚沢間に必要な道路機能

尾幌～糸魚沢間においては、特に安全性が高く、災害時に利用できる
道路が必要であるとの回答をいただきました。

○多くの道路関係者や各団体の皆様が地域の課
題に対して道路整備の必要性を感じています。

○特に物流における安全・安心な道路、災害時
に避難や支援で利用できる道路、速達性の高
い救急搬送路について多く回答を頂きました。

頂いた意見を
踏まえ政策目標
を設定しました

第１回アンケート調査のまとめ

尾幌～糸魚沢間に必要とされる政策目標

総回答数 Ｎ＝34

日本の食卓を支える主要
物流輸送経路の効率性・
安全性の向上

地域が安心して暮らせる
ため、医療施設への速達
性・安定性の向上

大規模地震発生時の避
難・復旧活動を支援

世界水準の観光地形成
に向けた、ひがし北海道
の広域観光周遊支援

97%

97%

94%

91%

79%

3%

3%

3%

6%

21%

3%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A.安全・安心な道路

E.災害時に利用できる道路

D.医療拠点への速達性

B.輸送効率が高い道路

C.定時性が確保される道路

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない
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課題解決のための対策案

尾幌集落

政策目標

政策目標
達成に必要
な機能

配慮すべき
ポイント

２つの対策案と
整備イメージ

日本の食卓を支える主要
物流輸送経路の効率性・
安全性の向上

地域が安心して暮らせる
ため、医療施設への速
達性・安定性の向上

大規模地震発生時の
避難・復旧活動を支援

・市街地を回避し、効率よ
く輸送・移動ができる道路
・交通事故が少ない安全
な道路

・年間を通じて医療拠点
である釧路市への速達
性の高い道路
・搬送時の安定性が高い
道路

・津波災害時に避難・
支援ルートとして機能す
る道路
・代替性があり、複数の経
路選択ができる道路

凡 例

：市街地・集落

：現道

：別線整備

：現道活用

○第１回地域意見聴取で地域の課題、尾幌～糸魚沢間に必要な道路機能について確認したことから、政策目標の達成
に必要な機能と配慮すべき事項等を踏まえ、以下のような２つの対策案を設定しました。

別線整備ルート

津波浸水予測範囲を回避し、環境面への

影響に最大限配慮したルート

一部現道活用ルート

津波浸水予測範囲のうち、低浸水区間は

道路の嵩上げにより現道を活用するルート

厚岸市街

糸魚沢集落

・地域への影響 ・環境への影響 ・工事中の影響 ・経済性

厚岸市街

糸魚沢集落
尾幌集落

世界水準の観光地形成
に向けた、ひがし北海道
の広域観光周遊支援

・観光地から釧路空港へ
のアクセス性が高い道路
・定時性を確保できる道路
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社会状況
・市街地（都市計画区域）や集落、農用地
・公共施設（役場、病院、学校、福祉施設等）
・史跡・遺跡

自然環境
・自然環境（ラムサール条約登録湿地、鳥獣保護区（特別保護地区）等）
・津波浸水予測範囲、地すべり箇所

対策案のコントロールポイント

○各対策案検討のコントロールポイントとしては、貴重な湿地等の自然環境、津波浸水エリアの通過を短絡できる
ルートを設定し、物流拠点施設や災害対策本部へのアクセスに配慮します。

配慮するコントロールポイント

北海道横断自動車道根室線 尾幌～糸魚沢間

厚岸町役場

「釧路」方面

「根室」方面

「北見」方面

厚岸町

浜中町厚岸漁港

尾幌駅

門静駅

厚岸駅

厚岸市街

尾幌集落
厚岸漁協

厚岸町立病院

道の駅厚岸グルメパーク

糸魚沢駅

糸魚沢集落

町立太田中学校

町立太田小学校

町立真龍中学校

町立真龍小学校

JA釧路太田
（物流拠点）

釧路東部消防本部
(厚岸町災害対策本部)



【案①】別線整備ルート 【案②】一部現道活用ルート

ル
ー
ト
の

考
え
方

津波浸水予測範囲を回避し、環境面への影響に
最大限配慮したルート

津波浸水予測範囲のうち、低浸水区間は道路の
嵩上げにより現道を活用するルート

整
備
イ
メ
ー
ジ

尾幌集落

７

対策案の比較

○政策目標達成に必要な機能とその他の配慮すべき事項を踏まえ、２つの対策案を設定しました。

厚岸市街

糸魚沢集落

：別線整備
：現道活用

厚岸市街

糸魚沢集落

：別線整備

案② 一部現道活用ルート

案① 別線整備ルート 厚岸町役場

「釧路」方面

「根室」方面

「北見」方面

厚岸町

浜中町厚岸漁港

尾幌駅

門静駅

厚岸駅

厚岸市街

尾幌集落
厚岸漁協

厚岸町立病院

道の駅厚岸グルメパーク

糸魚沢駅

糸魚沢集落

町立太田中学校

町立太田小学校

町立真龍中学校

町立真龍小学校

JA釧路太田
（物流拠点）

釧路東部消防本部
(厚岸町災害対策本部)

尾幌集落



８

対策案の比較表

対策案の考え方

【案①】別線整備ルート 【案②】一部現道活用ルート

津波浸水予測範囲を回避し、環境面への影響に最大限配慮したルート
津波浸水予測範囲のうち、低浸水区間は道路の嵩上げにより現道を活用
するルート

整備イメージ

区間延長 約２５km（自動車専用道路） 約２４km（自動車専用道路＋現道改良）

政
策
目
標

日本の食卓を支える
主要輸送経路の効率
性・安全性の向上

線形不良区間の解消 ・急な上り坂、下り坂を回避できる ・急な上り坂、下り坂を一部回避できない

走行安全性の向上
・貨物輸送と厚岸市街・糸魚沢集落の生活交通の輻輳が解消され安全性が確
保される

・糸魚沢集落では、貨物輸送と生活交通の輻輳が残るため、安全性に不安
が残る

世界水準の観光地形
成に向けた、ひがし
北海道の広域観光周
遊支援

釧路空港への
アクセス性向上

・夏季、冬季ともに年間を通じて釧路空港―根室市間の時間短縮効果が大き
い

・一部現道を活用するため、夏季、冬季ともに年間を通じて釧路空港―根
室市間の時間短縮効果が小さい

定時性の向上 ・冠水・地吹雪による通行止め多発区間の回避が可能
・糸魚沢集落付近で一部通行止め多発区間を回避できないが、現道対策で
低減効果が期待

地域が安心して暮ら
せるため、医療施設
への速達性・安定性
の向上

第３次医療機関への
移動時間短縮
（夏季・冬季）

・夏季、冬季ともに年間を通じて時間短縮効果が大きい ・一部現道を活用するため、夏季、冬季ともに時間短縮効果が小さい

搬送時の安定性向上
・信号箇所（７箇所）や急なカーブ（９箇所）を全て回避し、搬送患者の負
担を軽減できる。

・別線区間は信号箇所（６箇所）や急なカーブ（８箇所）を回避できるが
、現道改良区間で信号箇所（１箇所）や急なカーブ
（１箇所）が一部残り、搬送患者の負担軽減に支障がある。

大規模地震発生時の
避難・復旧活動を支
援

脆弱性の解消
・津波浸水区間を別線整備により解消し、地震・津波発生時の避難・輸送ル
ートを確保できる

・津波浸水予想範囲にある低浸水区間の現道の嵩上げにより解消し、地震
・津波発生時の避難・輸送ルートを確保できる

代替路の確保 ・別線整備により全線代替路を確保できる
・一部区間の別線整備と、既存の道道ネットワークを活用することで代替
路を確保できる

配
慮
す
べ
き
事
項

地域への影響

家屋等土地利用への影響 ・家屋等の支障が少なく、農用地への影響は小さい ・家屋等の支障が少なく、農用地への影響は小さい

沿道地域からの利便性
・アクセスコントロールされるため糸魚沢集落からの利便性が案②に比べ
やや劣る

・一部現道を活用するため糸魚沢集落からの利便性が高い

環境への影響 自然環境への影響
・延長が長いが、樹林地や貴重な湿地など自然環境への配慮が必要な範囲
を回避しており、自然環境への影響は小さい

・樹林地や貴重な湿地など自然環境への配慮が必要な範囲を一部通過す
るが、樹林等の改変面積が小さいため、自然環境への影響が比較的小
さい

工事中の影響
工事中の現道

交通への影響
・別線ルートとなるため、工事中の現道交通への影響は案②に比べ小さい ・現道改良区間は現道交通への影響が大きく、工事中の通行規制が必要

経済性
整備区間や構造等に

係る費用

・経済性に優れる
・津波浸水域を通過するため、対策費用が嵩み、案①に比べ
経済性に劣る

約６２０～７００億円 約７９０～８８０億円

尾幌集落
厚岸市街

糸魚沢集落

：別線整備
：現道活用

尾幌集落
厚岸市街

糸魚沢集落

：別線整備



次のＡ～Ｈの項目それぞれについて、「特に重視すべき」～「重視する必要はない」の
当てはまる箇所１つに○をつけてください。

特に重視
すべき

やや重視
すべき

どちらとも
いえない

あまり重視
する必要は

ない

重視する
必要はない

A 急な下り坂、上り坂の回避 １ ２ ３ ４ ５

B 貨物輸送と生活交通の分離 １ ２ ３ ４ ５

C 釧路空港と主要観光地との所要時間短縮 １ ２ ３ ４ ５

D 観光周遊時における通行止め多発区間の回避 １ ２ ３ ４ ５

E 釧路市の医療拠点への所要時間の短縮 １ ２ ３ ４ ５

F 信号箇所や急なカーブの回避による救急搬送時の負担軽減 １ ２ ３ ４ ５

G 津波浸水区間の回避 １ ２ ３ ４ ５

H 災害による通行止め発生時の代替路の確保 １ ２ ３ ４ ５

次のＡ～Dの項目それぞれについて、「特に配慮すべき」～「配慮する必要はない」の
当てはまる箇所１つに○をつけてください。

特に配慮
すべき

やや配慮
すべき

どちらとも
いえない

あまり配慮
する必要は

ない

配慮する
必要はない

Ａ 家屋や施設等への影響が小さく沿道地域からアクセスしやすいこと １ ２ ３ ４ ５

Ｂ 自然環境への影響が小さいこと １ ２ ３ ４ ５

Ｃ 工事中の交通規制による影響が小さいこと １ ２ ３ ４ ５

Ｄ 建設に要する費用が安いこと １ ２ ３ ４ ５

９

北海道横断自動車道 根室線（尾幌～糸魚沢間）に関するアンケート

回答は返信用ハガキに記入し、平成３０年１１月１５日までに郵便ポストに投函してください。

質問３ その他、配慮すべき項目や、今後の道路整備についてのご意見等がありましたらご自由にお書きください。

質問２ 新たな対策案（ルート帯案）の比較にあたって、どのようなことに配慮して計画すると良いと思いますか？

質問１ 対策案（ルート帯案）の検討にあたって、どの項目を重視すべきと思いますか？

回答は返信はがきに記入願います

回答は返信はがきに記入願います

回答は返信はがきに記入願います



特に重視
すべき

やや重視
すべき

どちらとも
いえない

あまり重視
する必要は
ない

重視する
必要は
ない

A急な下り坂、上り坂の
回避

1 2 3 4 5

B貨物輸送と生活交通の分
離

1 2 3 4 5

C釧路空港への所要時間短
縮

1 2 3 4 5

D通行止め多発区間の回避 1 2 3 4 5

E釧路市の医療拠点への所
要時間の短縮

1 2 3 4 5

F信号箇所等の回避による
救急搬送時の負担軽減

1 2 3 4 5

G津波浸水区間の回避 1 2 3 4 5

H代替路の確保 1 2 3 4 5

質問１．対策案（ルート帯案）の検討にあたって、どの項目を重視すべきと
思いますか？

北海道横断自動車道根室線（尾幌～糸魚沢間）第2回アンケート 回答欄

以下のA～Hの項目について

該当するもの１つに○を

つけてください

質問２．新たな対策案（ルート帯案）の比較にあたって、どのようなことに 配
慮して計画すると良いと思いますか？

特に配慮
すべき

やや配慮
すべき

どちらとも
いえない

あまり配慮
する必要
はない

配慮する
必要は
ない

A家屋や農用地への影響 1 2 3 4 5

B自然環境への影響 1 2 3 4 5

C工事中の交通規制による
影響

1 2 3 4 5

D整備費用が安い 1 2 3 4 5

質問３．その他、配慮すべき項目や、今後の道路整備についてのご意見等
がありましたらご自由にお書きください。

以下のA～Dの項目について
該当するもの１つに○を
つけてください

北海道横断自動車道 根室線（尾幌～糸魚沢間）

道路計画に関する意見聴取係 行

郵便はがき

0 8 5 8 7 9 0

住所 〒 - 北海道 市・郡 町・村

性別 ①男性 ②女性 年齢： 歳

職業 ①会社員 ②公務員 ③農業 ④漁業 ⑤林業 ⑥観光業

⑦学生 ⑧主婦 ⑨物流･輸送 ⑩商業 ⑪工業

⑫無職 ⑬その他 （ ）

①毎日 ②週数回 ③月数回 ④ほとんど運転しない ⑤運転しない

■あなた自身のことについて （記入または該当する番号に○印）

■自動車を運転する頻度を教えてください （該当する１つに○）

①毎日 ②週数回 ③月数回 ④あまり利用しない ⑤利用したことがない

■国道44号尾幌～糸魚沢間の利用頻度を教えてください(該当する１つに○)

①通勤・通学 ②通院 ③家事・買物 ④仕事（営業・運送等）

⑤観光・レジャー ⑥その他 （ ）

■尾幌～糸魚沢間の主な利用目的を教えてください （該当する全てに○）

■前回の第１回目アンケートに回答しましたか （どちらかに○）

①回答した ②回答していない

釧路市 幸町１０丁目３番地

釧路開発建設部 道路計画課

料金受取人払

承 認

釧路中央局

000

差出有効期間

平成●年●月

●日まで

（切手不要）

アンケートの回答方法、実施期間

・回答は同封の郵便はがきにご記入ください。

・回答用の郵便はがきは、切手を貼らずに最寄りの郵便ポストへ投函して下さい。

なお投函は、平成３０年１１月１５日（木）までにお願いします。

・インターネットによる回答も可能になっておりますので、下記アドレスからアクセス願います。

北海道横断自動車道 根室線 （尾幌～糸魚沢間） 道路計画に関する意見募集 Ｗｅｂ回答用ページ

URL http://www.hkd.mlit.go.jp/ks/douro_keikaku/b0sadt0000007w9l.html

※釧路開発建設部ホームページからもアクセス可能です。

■アンケートは「計画段階評価」審議の参考意見と
なります。

国土交通省では、道路事業の透明性・効率性を高めるため、計画
段階評価の取組を導入しています。

これは、道路の整備方針を地域の声（地域の皆様、道路利用者、
関係団体）を聞きながら、第三者委員会によって審議するものです。

＜調査主体＞

北海道開発局 釧路開発建設部 道路計画課

北海道横断自動車道 根室線（尾幌～糸魚沢間）

道路計画に関する意見募集係

〒085-8551 釧路市幸町10丁目3番地

電話0154-24-7268

安全で快適な地域づくりのために

皆様のご意見をお待ちしております。

北
海
道
地
方
小
委
員
会

地
域
の
皆
さ
ま
、
関
係
機
関
企

業
等
へ
の
意
見
聴
取

【
第
１
回
ア
ン
ケ
ー
ト
】

本調査は、釧路根室地域の道路計画について地域にお住まいの皆様
や道路利用者のご意見を広くお聞きすることを目的とするものです。
そのため、回答用の郵便はがきに記入されたことは、この目的以外

には使用いたしません。
回答いただいた個人に関する情報は、本人の同意なく第三者に開

示・提供することはありません。（法令により開示を求められた場合
を除きます）

計
画
段
階
評
価
の
流
れ

アンケートについてのお問い合わせ先

アンケートの記入例

地
域
の
皆
さ
ま
、
関
係
機
関
企

業
等
へ
の
意
見
聴
取

【
第
２
回
ア
ン
ケ
ー
ト
】

北
海
道
地
方
小
委
員
会

北
海
道
地
方
小
委
員
会

対
応
方
針
の
決
定

現在はこの段階です

000 0000 厚 岸
50
厚 岸

第１回
（H29.8.25）

第２回
（H30.6.21）

H29.12.6
～12.27

・・・・・・・・・・・・・

１０


